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-北広島団地内小学校の新たな適正配置住民説明会

と き 平成 19 年 8 月 21 日（火）

ところ 高台小学校 体育館

じかん 19：00～20：20

参加者 １２名

事務局 教育長 白崎 三千年

管理部長 小菅 敏博

教育施策推進担当参事 工藤 正

主査 川合 隆典

主事 木村 洋一郎
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■ 開 会 19：00～ 進行司会 小菅部長

■ 教育長挨拶 19：00～19：10

北広島市立小学校の適正規模の答申の経過説明及び本日の説明会の主旨説明

■ 適正規模に関する中間答申の説明 19：10～19：30

工藤参事から、パワーポイントを使用し、別紙資料により説明

■ 意見交換 19：30～20：20

■ 参加者からの意見、質問

事務局 それではこれから質疑応答に入らせて頂きます。

住 民 現在､高台小学校前の横断歩道に信号機が設置されていない。統合して通学距離も

のび安全性を確保する上からも信号機を設置してほしい。

事務局 統合の話が進んでいった場合､当然、教育委員会としても要望していきます。

住 民 第１、第２住区では通学距離が問題になっていました。また、高台小学校と緑陽

小学校の間は 330m ということでしたが、第１、第２住区での最長の通学距離と高

台小学校と緑陽小学校での最長の通学距離を教えてほしい。

事務局 教育委員会では第１、第２住区は若葉小学校の校舎を使いことが望ましいとして

います。その中で北広島駅前の高層住宅、具体的にはロイヤルシャトーの子ども達

が一番遠いと想定しています。その子ども達が広葉小学校に通う際には約 1.3 ㎞で、

若葉小学校に通うとなると約 1.7 ㎞となります。ただ、若葉小学校に通学する場合に
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は２つ考えられます。一番安全と考えられる緑道を通っていくと約 1.7 ㎞、駅前通、

北進通、中央通を通って通学する場合は少し短く 1.7 ㎞未満になります。

また、現在の緑陽小学校校区の中で、児童がいるいないに関わらず、最も遠いと

想定されるのが松葉町１丁目付近です。そこから山越えで緑陽小学校までが約 1.1 ㎞

で、高台小学校と緑陽小学校の間が 330m ですから、単純に足すと 1.4 ㎞強になりま

すが、山越えの通学路が不安という声もあり、パークヒルズの中を通って通学する

場合は約 1.5 ㎞になります。ただ、統合によって､緑陽小学校校区全体が遠くなるわ

けではありません。たとえば、パークヒルズの一部や山手町８丁目などは高台小学

校のほうが近くなると想定しています。

住 民 学校統合により一番大変なのは通学距離が伸びることだと思います。夏場はとも

かく、冬になると遠くから通学する児童は大変な負担になります。今でも除雪の状

況により児童が車道を歩くことが見られます。学校、PTA、地域でも冬期間の通学

上の安全について気を使っていますが､今後､学校統合となった場合は、冬期間の通

学路の除雪について特段の配慮を願いたい。

事務局 道路除雪につきましては､児童生徒の通学だけではなく、市民の皆さんが使うもの

ですから、市としましても最大限の努力を払っています。しかし、除雪につきまし

ては､市民の皆様から様々な場面でお叱りや、苦情が寄せられております。ただ、説

明会において､このような意見が寄せられたことにつきましては担当に伝えます。

住 民 緑陽小学校の校舎は今後どのように利用されるのですか。

事務局 今まで、各学校の保護者、地域の方々への説明を行ってきています。また、明後

日から就学前のお子さんの保護者への説明会も予定しています。教育委員会といた

しましては、保護者、地域の皆さんの理解を得ながら統合を進めたいと考えており

ます。今までの説明会では、皆様から大変多くのご質問、ご意見を頂いている状況

ですので、これからも２回目に説明会を開催しながら理解を得ていこうと考えてお

ります。

このようなことから、緑陽小学校校舎の後利用について、現段階ではお答えでき

る状況ではございません。今後、理解が得られ次の段階になった時点で、市民の皆

様からの意向を伺い、検討すると市側は考えておりますのでご理解願います。

住 民 高台小学校と緑陽小学校の今後の児童数の推移が資料に載っているが、どこから

この数字が出ているのか根拠を示してほしい。
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事務局 本年５月１日現在の住民基本台帳からの実数です。実数に一定の係数をかけると

いう事はいたしていません。

住 民 統合となった場合は、両校の教員はそのまま移行するのですか。

事務局 ２校が１校に統合されますので、校長、教頭などは１名になります。また、一般

教員もクラス数に基づいた定員配置になります。

住 民 現在は１クラス何名になります。

事務局 １クラス４０名（４０人学級）となりますが、北海道では小学校１、２年生及び

中学校１年生については７１人以上３学級の特例的３５人学級になっております。

住 民 教育委員会が示した数字については理解するが、その前に、子どもがいる世帯が

入居しやすい、魅力ある団地にすべきと思うが。

事務局 ご指摘どおりと思っておりますが、市といたしましても子育て支援について様々

な方策をしておりますし、国でも政策的に進めておりますが、ご存知のように即効

性がある入居促進策はむずかしい状況にあると思います。長期的な視点で見ていた

だきたいと思います。

住 民 学校１校が減るとどのくらいの経費が減るのか、１校当りどれくらいの経費がか

かるのか教えてもらいたい。

事務局 教育委員会では経済的理由ではなく教育的環境を整備するという観点から統合を

進めようとしています。学校での経費としましては、紙のような消耗品から大規模

改修などの工事費などがあり、その年度、経費のとらえ方によって大きな差があり

ます。そのため、１校当りの経費については、今、資料を持っておりません。

住 民 説明会は今後何回予定しているのですか、また、統合の実現は何年になるのです

か。

事務局 皆さんにご理解をいただくまでは説明会を開催する予定ですが、各地域でかなり

の温度差があります。ただ、今言えることは、次回の２回目の説明会を開催したい

と考えております。

次に、統合の実現は何年かという事ですが、緑陽小学校の後利用と同じで、今ま
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で、各学校の保護者、地域の方々への説明を行ってきています。また、明後日から

就学前のお子さんの保護者への説明会も予定しています。教育委員会といたしまし

ては、保護者、地域の皆さんの理解を得ながら統合を進めたいと考えております。

今までの説明会では、皆様から大変多くのご質問、ご意見を頂いている状況ですの

で、これからも２回目に説明会を開催しながら理解を得ていこうと考えております。

このようなことから、現段階では統合の日程についてはお答えできる状況ではご

ざいません。今後、理解を得られ次の段階になった時点で、統合の日程等について

提示したいと考えております。

事務局 もし意見がなければ、これをもって説明会を終わらせていただきます。次回の説

明会は、10 月か 11 月になるかと思いますが、開催する方向で進めていきたいと思い

ますが、いかがでしょうか。よろしいでしょうか。

いろいろなご意見をいただきありがとうございました。これをもって、今日の説

明会は終了させていただきます。お忙しいところにお集まりいただき、ありがとう

ございました。

（注）発言を要約したものであり､発言すべてを記述したものではありません。


